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第 1章　金属学者たたらを歩く

第
１
章　

金
属
学
者
た
た
ら
を
歩
く

１　

鉄
の
大
生
産
地
・
中
国
地
方

菅
谷
鈩

　
高
度
経
済
成
長
期
、
鉄
は
〝
産
業
の
コ
メ
〟
と
よ
ば
れ
た
。
こ
の
言
葉
は
、
鉄
が
産
業
に
と
っ
て
必
要
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
の
た
と
え
だ
が
、
鉄
の
重
要
性
は
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
も
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
か
つ
て
、

そ
の
主
要
な
生
産
地
が
中
国
山
地
で
あ
っ
た
と
い
う
と
、
意
外
に
思
わ
れ
る
方
も
多
い
で
あ
ろ
う
。
今
日
で
は

過
疎
化
・
高
齢
化
が
進
ん
だ
の
ど
か
な
山
里
で
、
明
治
時
代
初
期
ま
で
は
日
本
で
使
わ
れ
た
鉄
の
九
割
以
上
が

生
産
さ
れ
て
い
た
の
だ
。

　
島
根
県
雲う

ん

南な
ん

市
吉
田
町
、
中
国
山
地
の
山
懐
に
抱
か
れ
た
こ
の
町
に
は
、
製
鉄
作
業
を
し
た
「
高た

か

殿ど
の

」
と
い

う
建
物
が
唯
一
、
現
存
す
る
。
菅す

が
や
た
た
ら

谷
鈩
で
あ
る
。
江
戸
時
代
末
に
建
て
ら
れ
た
こ
の
高
殿
は
、
一
八
メ
ー
ト
ル

四
方
、
高
さ
九
メ
ー
ト
ル
の
堂
々
た
る
姿
を
し
て
い
る
（
図
1
）。
建
物
内
の
中
央
に
は
製
鉄
炉
（
復
元
）
が

図1 ●菅谷鈩の高殿
1850年（嘉永3）の火災後に再建したと伝わる。大屋根は栗板による
杮葺（こけらぶき）で、中央には操業時に開口する火宇内（ほうち、復
元）がある。2012 ～ 14年に保存修理された。

図2 ●菅谷鈩高殿の内部
中央は製鉄炉。その両側が天秤山とよばれる送風施設。もとは足踏式の
天秤鞴（てんびんふいご）であったが明治時代に水車鞴に改良された。
左には砂鉄置場である小鉄町（こがねまち）がみえる。
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「
明
治
七
年
府
県
物
産
帳
」
に
よ
れ
ば
、
た
た
ら
製
鉄
が
お
こ
な
わ
れ
た
中
国
地
方
四
県
と
兵
庫
県
の
鉄
生
産

量
は
、
全
国
の
九
割
以
上
に
達
す
る
。
ま
た
、
一
八
七
九
年
（
明
治
一
二
）
の
統
計
資
料
で
は
、
総
生
産
量

一
万
三
〇
三
一
ト
ン
の
う
ち
、
五
県
は
一
万
一
二
九
二
ト
ン
と
全
体
の
八
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
。
こ
れ
に

た
い
し
、
も
う
一
つ
の
代
表
的
な
産
地
で
あ
っ
た
東
北
地
方
は
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い
。
新
た
な
鉄
生
産

地
の
形
成
が
進
ん
で
い
な
い
明
治
時
代
初
期
の
状
況
は
、
江
戸
時
代
の
そ
れ
を
ほ
ぼ
反
映
し
て
い
る
と
み
て
よ

い
だ
ろ
う
。
た
た
ら
製
鉄
は
、
列
島
随
一
の
鉄
生
産
量
を
誇
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

た
た
ら
製
鉄
の
斜
陽
化

　
さ
て
、
明
治
時
代
に
な
る
と
、
岩
手
県
釜
石
市
の
官
営
釜
石
鉱
山
、
群
馬
県
下し

も

仁に

田た

町
の
官
営
中な

か

小お

坂さ
か

鉱
山

な
ど
で
は
、
砂
鉄
で
は
な
く
鉄
鉱
石
を
原
料
と
し
、
高こ

う

炉ろ

と
よ
ば
れ
る
製
鉄
炉
で
近
代
的
な
製
鉄
が
お
こ
な
わ

れ
た
。
こ
れ
ら
は
西
洋
人
技
術
者
を
雇
う
な
ど
し
て
、
洋
式
高
炉
の
技
術
を
そ
の
ま
ま
導
入
し
た
も
の
で
あ
っ

た
が
、
当
初
は
操
業
が
う
ま
く
進
ま
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

　
洋
式
高
炉
の
操
業
が
軌
道
に
乗
る
の
は
、
官
営
釜
石
鉱
山
の
払
い
下
げ
を
受
け
た
田
中
長
兵
衛
が
釜
石
鉱

山
田
中
製
鉄
所
を
一
八
八
七
年
（
明
治
二
〇
）
に
設
立
し
て
か
ら
で
あ
る
。
釜
石
鉱
山
田
中
製
鉄
所
は
徐
々

に
生
産
量
を
伸
ば
し
、
一
八
九
四
年
（
明
治
二
七
）
に
は
一
万
二
七
三
五
ト
ン
と
、
中
国
地
方
の
総
生
産
量

一
万
二
一
一
一
ト
ン
を
上
ま
わ
る
。
最
初
の
洋
式
高
炉
に
よ
る
製
鉄
は
、
一
八
五
七
年
（
安
政
四
）
の
大
島
高た

か

任と
う

に
よ
る
釜
石
鉄
山
大
橋
高
炉
の
操
業
だ
が
、
た
た
ら
製
鉄
の
鉄
生
産
量
を
超
え
る
に
は
四
〇
年
近
く
を
要
し

た
。
た
た
ら
製
鉄
は
、
明
治
二
〇
年
代
ま
で
鉄
生
産
の
主
役
で
あ
り
つ
づ
け
た
の
だ
（
図
4
）。

す
え
ら
れ
、
そ
の
両
側
に
は
水す
い

車し
ゃ

鞴ふ
い
ごか
ら
炉
内
へ
風
を
送
る
天て

ん

秤び
ん

山や
ま

が
あ
り
、
製
鉄
作
業
の
様
子
を
彷
彿
と
さ
せ
る
（
図
2
）。

　
高
殿
の
周
囲
に
は
事
務
所
に
あ
た
る
元
小
屋
、
労
働
者
に
支
給
す

る
米
を
納
め
た
米
蔵
、
村む

ら

下げ

（
技
師
長
）
ら
が
住
ん
だ
長
屋
な
ど
が

あ
り
、「
山さ

ん

内な
い

」
と
よ
ば
れ
る
製
鉄
集
落
が
形
づ
く
ら
れ
る
。
菅
谷

鈩
の
山
内
（
図
3
）
は
、
一
九
六
七
年
に
重
要
民
俗
資
料
（
現
重
要

有
形
民
俗
文
化
財
）
の
指
定
を
受
け
、
鉄
生
産
で
栄
え
た
当
時
の
面

影
を
い
ま
に
伝
え
る
。

列
島
随
一
の
鉄
生
産
量

　
菅
谷
鈩
に
代
表
さ
れ
る
「
た
た
ら
」
は
、
粘
土
で
つ
く
ら
れ
た
箱

形
の
製
鉄
炉
で
砂
鉄
を
原
料
に
、
鉄
を
生
産
し
た
。

　
た
た
ら
製
鉄
が
お
こ
な
わ
れ
た
地
域
は
、
中
国
山
地
一
帯
に
広
が

っ
て
い
た
。
一
七
八
四
年
（
天
明
四
）
に
伯
耆
（
鳥
取
県
西
部
）
の

鉄
山
師
、
下し

も

原は
ら

重し
げ

仲な
か

が
、
こ
の
製
鉄
法
に
つ
い
て
記
し
た
『
鉄
山
必
用
記
事
』
は
、
鉄
の
生
産
地
と
し
て
播

磨
・
但
馬
（
兵
庫
県
）、
美
作
・
備
中
（
岡
山
県
）、
備
後
・
安
芸
（
広
島
県
）、
因
幡
・
伯
耆
（
鳥
取
県
）、
出

雲
・
石
見
（
島
根
県
）、
薩
州
（
鹿
児
島
県
）、
奥
州
（
東
北
地
方
）
を
あ
げ
る
。
た
た
ら
製
鉄
が
兵
庫
・
岡

山
・
広
島
・
鳥
取
・
島
根
で
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

図3 ●菅谷鈩の山内
右が高殿。その左奥の元小屋には修理のための素屋根がかかる。
元小屋の左には米蔵があり、村下らの長屋がつづく。背後の栃山
にあった萱野鉄穴では砂鉄採取がおこなわれていた。
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調
査
は
、
一
八
九
八
年
（
明
治
三
一
）
七
月
一
九
日
か
ら
二
カ
月
に
わ
た
り
、
広
島
県
、
鳥
取
県
、
島
根
県

で
お
こ
な
わ
れ
た
（
図
6
）。
こ
の
と
き
、
俵
は
二
六
歳
、
助
教
授
に
な
っ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

『
鳥
取
新
報
』（
一
八
九
八
年
七
月
二
二
日
）
は
、「
大
学
教〈

マ
マ
〉授

来
鳥
　
東
京
帝
国
大
学
教〈

マ
マ
〉授

俵
國
一
氏
は
学
術

上
取
調
の
為
め
本
県
外
二
県
へ
出
張
を
命
ぜ
ら
る
」
と
伝
え
る
。
俵
は
、
広
島
県
庄し

ょ
う

原ば
ら

市
で
三
日
ほ
ど
調
査

し
た
後
、
二
二
日
に
は
鳥
取
県
西
部
の
日
野
郡
に
入
っ
た
ら
し
い
。
郡
内
屈
指
の
た
た
ら
経
営
者
近
藤
家
の
協

力
を
受
け
、
日
野
町
の
「
都つ

ご
う
や
ま
た
た
ら

合
山
鈩
」
で
は
、
高
殿
の
ほ
か
、
製
鉄
炉
で
生
産
さ
れ
た
銑せ

ん

鉄て
つ

か
ら
鉄
の
延
べ
板

を
つ
く
る
大お

お

鍛か

冶じ

場ば

を
調
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
製
鉄
の
作
業
は
休
止
中
で
あ
っ
た
た
め
、
操
業
中
の
鈩
を
求

め
て
島
根
県
境
に
近
い
日に

ち

南な
ん

町
の
「
砥と

な
み
た
た
ら

波
鈩
」
へ
と
む
か
う
。
砥
波
鈩
で
は
、
八
月
一
五
日
ご
ろ
か
ら
六
日
間

に
わ
た
り
、
製
鉄
炉
の
構
築
状
況
や
鉧け

ら

押お
し

と
よ
ば
れ
る
製
鉄
作
業
を
記
録
し
て
い
る
。

　
島
根
県
に
入
る
と
、
安や

す

来ぎ

市
広
瀬
町
、
仁に

多た

郡
奥
出
雲
町
、

雲
南
市
吉
田
町
へ
と
歩
み
を
進
め
た
よ
う
だ
。
奥
出
雲
と
よ

ば
れ
る
山
深
い
こ
の
地
域
は
、
有
力
な
た
た
ら
経
営
者
が
多

い
。
な
か
で
も
御
三
家
に
数
え
ら
れ
る
絲い

と

原は
ら

家
に
は
俵
の
来

訪
記
録
が
残
る
ほ
か
、
櫻さ

く
ら
い井
家
の
内う

ち

谷だ
に

鍛か

冶じ

屋や

、
も
っ
と
も

有
力
な
田た

な
べ部

家
で
は
吉よ

し

田だ

町ま
ち

鍛か

冶じ

屋や

や
砂
鉄
選
鉱
場
を
調
査

す
る
。

　
そ
の
後
、
俵
は
郷
里
の
浜
田
市
へ
立
ち
寄
り
、
九
月
五
日

に
は
山
間
部
の
邑お

お

智ち

郡
へ
と
む
か
う
。
七
日
か
ら
は
江ご

う

の
川か

わ

　
一
方
、
明
治
時
代
に
は
、
安
価
な
洋
鉄
が
輸
入
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
で
、
鉄
需
要
に
お
け
る
国
産
鉄
の
占
め
る
割
合

は
し
だ
い
に
低
下
し
て
い
っ
た
。
一
八
七
七
年
（
明
治
一
〇
）、

輸
入
鉄
一
万
六
一
二
二
ト
ン
に
た
い
し
国
産
鉄
は
八
二
一
七
ト

ン
と
総
需
要
の
三
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
が
、
一
八
九
七

年
（
明
治
三
〇
）
に
は
輸
入
鉄
二
四
万
二
八
九
四
ト
ン
に
た
い

し
国
産
鉄
は
二
万
七
九
九
二
ト
ン
で
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
減
少

す
る
。
安
価
な
輸
入
鉄
と
、
た
た
ら
製
鉄
中
心
の
国
産
鉄
で
は

二
倍
程
度
の
価
格
差
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
た
た
ら
製
鉄
は
、

国
内
お
け
る
洋
式
製
鉄
の
発
展
と
輸
入
鉄
と
の
価
格
競
争
に
よ

り
、
し
だ
い
に
斜
陽
産
業
と
な
っ
た
。

２　

金
属
学
者
・
俵
國
一
の
た
た
ら
調
査

　
た
た
ら
製
鉄
が
衰
退
す
る
な
か
、
日
本
独
自
の
製
鉄
法
が
失

わ
れ
る
こ
と
を
憂
慮
し
、
実
地
調
査
を
し
た
金
属
学
者
が
い
た
。

東
京
帝
国
大
学
教
授
と
し
て
日
本
の
鉄
鋼
界
を
主
導
し
た
俵

た
わ
ら

國く
に

一い
ち

で
あ
る
（
図
5
）。

図5 ●俵國一（1872 ～ 1958）
島根県浜田市生まれ。帝国大学工科
大学採鉱冶金学科卒業。日本近代鉄
鋼業と金属学の礎を築くかたわら、
たたら製鉄や日本刀を研究した。

図4 ●国内鉄生産量の推移
中国地方の鉄生産量は、海軍への鉄材納入などで日露戦争直後の1907年（明治40）
までは6,000 ～ 7,000 t台を維持する。その後、第1次世界大戦による鉄価格の暴騰で、
1918年（大正7）前後には生産を回復するが、大戦景気が去ると急速に衰退した。
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第 1章　金属学者たたらを歩く

と
し
て
結
実
し
た
の
は
、
退
官
の
翌
年
、
一
九
三
三
年
（
昭
和
八
）
の
こ
と
で
あ
る
。

　
日
本
の
在
来
製
鉄
を
さ
す
「
た
た
ら
製
鉄
」
と
い
う
言
葉
は
、『
古
来
の
砂
鉄
製
錬
法
』
の
副
題
で
あ
る

「
た
た
ら
吹
製
鉄
法
」
に
由
来
す
る
。『
古
来
の
砂
鉄
製
錬
法
』
は
、
金
属
学
者
が
稼
働
中
の
た
た
ら
製
鉄
を
調

査
し
た
稀
有
な
記
録
で
あ
り
、
そ
の
う
え
で
生
産
の
あ
り
方
が
体
系
的
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
名
著
と
し

て
知
ら
れ
る
。
現
在
で
も
多
く
の
研
究
者
が
拠
り
ど
こ
ろ
と
す
る
が
、
同
書
に
記
載
さ
れ
た
鈩
な
ど
の
現
地
に

つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
そ
こ
で
筆
者
ら
は
『
古
来
の
砂
鉄
製
錬
法
』
に
加
え
て
、
記
録
に
は
な
い
施
設
の
構
造
な
ど
を
発
掘
に
よ
っ

て
明
ら
か
に
で
き
れ
ば
、
た
た
ら
製
鉄
を
総
合
的
に
理
解
で
き
る
と
考
え
、
調
査
を
は
じ
め
る
こ
と
に
し
た
。

『
古
来
の
砂
鉄
製
錬
法
』
の
た
た
ら
を
掘
る

『
古
来
の
砂
鉄
製
錬
法
』
は
、
都
合
山
鈩
と
砥
波
鈩
、
そ
し
て
価
谷
鈩
を
三
本
の
柱
と
す
る
。

　
二
〇
〇
二
年
、
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
は
研
究
事
業
と
し
て
、
価
谷
鈩
の
発
掘
を
お
こ
な
っ
た
。
俵
が

記
録
し
た
高
殿
の
位
置
が
明
ら
か
と
な
り
、
製
鉄
炉
地
下
構
造
も
基
底
部
ま
で
調
査
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
地
下

構
造
も
含
め
た
高
殿
の
全
体
像
の
復
元
が
可
能
と
な
っ
た
。
価
谷
鈩
の
調
査
は
、『
古
来
の
砂
鉄
製
錬
法
』
の

記
録
を
も
と
に
、
現
地
調
査
す
る
こ
と
の
意
義
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。

　
二
〇
〇
八
年
に
は
、
福
武
学
術
文
化
振
興
財
団
の
研
究
助
成
を
受
け
、
都
合
山
鈩
の
調
査
が
実
現
す
る
。
土

日
な
ど
余
暇
を
利
用
し
た
調
査
で
あ
っ
た
が
、
考
古
学
を
は
じ
め
歴
史
学
・
歴
史
地
理
学
・
金
属
学
な
ど
多
彩

な
研
究
者
の
参
加
が
得
ら
れ
た
。
都
合
山
鈩
は
、
山
内
全
体
が
非
常
に
よ
い
状
態
で
残
っ
て
お
り
、
発
掘
で
高

下
流
に
あ
る
江ご

う

津つ

市
「
価

あ
た
い

谷だ
に

鈩た
た
ら」
の
調
査
を
は
じ
め
て

い
る
。
価
谷
鈩
で
は
、
島
根
県
西
部
に
特
徴
的
な
高
殿

の
ほ
か
、
四
日
間
に
わ
た
る
銑ず

く

押お
し

と
い
う
製
鉄
作
業
を

記
録
す
る
。
一
連
の
調
査
を
終
え
、
俵
が
帰
京
の
途
に

つ
い
た
の
は
九
月
一
五
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
俵
の
調
査
は
、
製
鉄
関
連
施
設
の
図
面
作
成
を
は
じ

め
、
作
業
の
記
録
、
写
真
撮
影
、
標
本
採
取
に
お
よ
ん

で
い
る
。
た
た
ら
製
鉄
の
技
術
を
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く

記
録
す
る
、
ま
さ
に
総
合
調
査
で
あ
っ
た
。

３　

た
た
ら
を
発
掘
す
る

名
著
『
古
来
の
砂
鉄
製
錬
法
』

　
俵
國
一
は
、〝
近
代
鉄
鋼
技
術
教
育
の
父
〟
と
称
さ

れ
る
。
金
属
工
学
の
確
立
に
貢
献
し
、
多
く
の
金
属
学

者
・
技
術
者
を
育
て
た
俵
に
は
、
大
学
在
任
中
、
若
き

日
の
た
た
ら
調
査
を
と
り
ま
と
め
る
時
間
は
な
か
っ
た

よ
う
だ
。
そ
の
成
果
が
著
書
『
古
来
の
砂
鉄
製
錬
法
』

図6 ●俵國一の調査行程
1898年（明治31）7 ～ 9月。調査対象となった場所は、『古来の砂鉄製錬法』に記
載があるもの（図中 ● ）、俵が調査時に採集した標本など（図中 ● ）から推定した。
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殿
の
内
部
施
設
を
確
認
し
た
ほ
か
、
所
在
不
明
で
あ
っ
た
大
鍛

冶
場
を
つ
き
と
め
た
。

　
二
〇
〇
九
・
一
〇
年
に
は
、
砥
波
鈩
を
調
査
し
た
（
図
7
）。

十
分
な
調
査
費
も
な
い
自
主
発
掘
で
あ
っ
た
。
日
南
町
砥
波
地

区
で
は
、
明
治
時
代
に
ク
タ
ガ
ネ
と
安
エ
門
谷
の
二
カ
所
で
鈩

が
操
業
さ
れ
て
お
り
、
俵
が
ど
ち
ら
を
調
査
し
た
の
か
は
不
明

で
あ
っ
た
。
発
掘
さ
れ
た
遺
構
と
記
録
に
あ
る
施
設
配
置
と
の

比
較
な
ど
か
ら
、
俵
が
調
査
し
た
砥
波
鈩
は
ク
タ
ガ
ネ
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
こ
れ
で
鈩
の
調
査
は
一
区
切
り
つ
い
た
が
、
製
鉄
原
料
で
あ

る
砂
鉄
の
採
取
に
関
し
て
は
課
題
を
残
し
て
い
た
。
中
国
地
方

で
は
、
砂
鉄
を
採
っ
た
場
所
を
「
鉄か

ん
な穴
」
と
よ
ぶ
。『
古
来
の

砂
鉄
製
錬
法
』
に
は
、
鉄
穴
や
山
陰
各
地
の
砂
鉄
選
鉱
場
に
関

す
る
記
録
が
あ
る
。
二
〇
一
六
年
、
こ
の
う
ち
の
砥と

波な
み

上か
み

鉄が
ん
な穴

の
調
査
と
、
俵
が
収
集
し
た
砂
鉄
標
本
の
化
学
分
析
を
Ｊ
Ｆ
Ｅ

21
世
紀
財
団
文
化
振
興
事
業
と
し
て
お
こ
な
っ
た
。

　
そ
れ
で
は
、『
古
来
の
砂
鉄
製
錬
法
』
と
発
掘
調
査
の
成
果
か
ら
、
た
た
ら
製
鉄
の
姿
を
具
体
的
に
み
て
い

く
こ
と
と
し
よ
う
。

図7 ●砥波鈩（クタガネ）の現地説明会
右奥の高まりは、製鉄炉があった高殿跡。地元の方々のたたら
への関心は高く、現地説明会のたびに多くの見学者があった。

〈
コ
ラ
ム
〉

鉄
と
た
た
ら
の
基
礎
知
識

　
鉄
は
含
ま
れ
る
炭
素
量
に
よ
り
「
軟な
ん

鉄て
つ

」「
鋼は
が
ね」「
銑せ
ん

鉄て
つ

」

に
大
き
く
分
け
ら
れ
る
。
軟
鉄
は
炭
素
含
有
率
〇
・
二
％
以

下
で
、
柔
軟
性
が
あ
り
折
れ
に
く
く
、
鉄
製
品
の
本
体
と
な

る
地
金
に
向
く
。
鋼
は
炭
素
含
有
率
〇
・
二
～
二
％
で
、
軟

鉄
よ
り
硬
く
焼
き
入
れ
を
す
れ
ば
さ
ら
に
硬
度
が
増
す
。
鉄

製
品
の
刃
先
に
使
わ
れ
る
こ
と
か
ら
刃は

金が
ね

と
も
書
く
。
銑
鉄

は
炭
素
含
有
率
二
・
一
％
以
上
で
、
融
点
が
低
く
熔
か
し
て

鋳
型
に
流
し
込
め
ば
鋳
物
の
材
料
と
な
る
が
硬
く
も
ろ
い
。

　
た
た
ら
製
鉄
は
、「
鉧け
ら

押お
し

」
と
「
銑ず
く

押お
し

」
に
分
け
ら
れ
る
。

鉧
押
は
鋼
が
で
き
る
操
業
法
で
、
銑
鉄
（
銑ず
く

）
を
炉
外
に
流

し
取
り
な
が
ら
、
鋼
を
含
む
鉧け
ら

と
い
う
鉄
の
塊
を
製
鉄
炉
内

に
つ
く
っ
た
。
鋼
は
二
〇
～
三
〇
％
ほ
ど
、
銑
が
五
〇
％
を

占
め
、
残
り
は
不
純
物
を
含
み
炭
素
量
が
一
定
し
な
い
歩ぶ

鉧け
ら

で
あ
る
。
銑
押
は
、
銑
を
つ
く
る
操
業
法
で
、
も
っ
ぱ
ら
銑

を
炉
外
に
流
し
と
っ
た
。
銑
が
八
〇
～
九
〇
％
、
残
り
が
炉

内
に
で
き
る
鉧
で
、
鋼
は
で
き
な
い
。

　
た
た
ら
製
鉄
で
生
産
さ
れ
る
鉄
の
大
半
は
、
銑
で
あ
っ
た
。

銑
は
鋳
物
の
材
料
と
も
な
っ
た
が
、
多
く
は
歩
鉧
と
と
も
に

大
鍛
冶
場
へ
回
さ
れ
る
。
大
鍛
冶
場
で
は
、
炭
素
量
を
下
げ

る
脱だ
っ

炭た
ん

が
お
こ
な
わ
れ
て
軟
鉄
に
さ
れ
、
さ
ら
に
鍛
打
で
延

べ
板
状
に
し
た
錬れ
ん

鉄て
つ

に
仕
上
げ
ら
れ
た
。
錬
鉄
は
地じ

金が
ね

で
あ

り
、
江
戸
時
代
に
は
割わ
り

鉄て
つ

、
明
治
時
代
半
ば
以
降
は
庖ほ
う

丁
ち
ょ
う

鉄て
つ

と
よ
ば
れ
る
。
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